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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

①当事業年度の経営成績

当事業年度におけるわが国経済は、株価の上昇や円安の進行に加え、消費税増税による影響も一段落し、一

部の企業で業績の改善傾向が見られましたが、未だ本格的な消費マインドの回復には至っておりません。

飲食業界におきましても、食品の異物混入問題が大きく報道され、業界全体への不信感を招きました。また、

同業界の経営環境は、原材料費、光熱水費、人件費等の高騰や業界内の更なる競争激化により、大変厳しい一

年になりました。

このような情勢下、当社は、平成26年３月に発表した「中期経営計画142」に従い、営業力の強化やスクラッ

プアンドビルドを推進して参りました。

上野店においては、営業推進課を新設し、企業様向け訪問営業を開始、レストラン部門においては、新プラ

ンや新メニューを開発、また、当社ホームページを全面刷新するなど、広告宣伝力の強化にも努めて参りまし

た。

スクラップアンドビルドにおいては、平成27年１月末日をもって、長年皆様にご愛顧いただいた「船堀店

（江戸川区船堀４-１-１江戸川区総合区民ホール１階）」及び「立川店（立川市柴崎町３-２-１グランデュオ立

川７階）」を閉鎖いたしました。

しかしながら、当社の業績は、厳しい経営環境の中、「東京文化会館店」及び「台東店」が当該施設の大規模

改修により、長期間に亘り休業を余儀なくされたことなどから、減収減益となりました。

その結果、当事業年度の売上高は2,741百万円(前年同期比9.3％減)となりました。営業損失は140百万円(前

年同期は営業損失71百万円)、経常損失は123百万円(前年同期は経常損失51百万円)、当期純損失は185百万円

(前年同期は当期純損失69百万円)となりました。売上高を部門別に見ますと、レストランの売上高は1,396百万

円（前年同期比17.2％減）、宴会他の売上高は1,299百万円（前年同期比0.5％増）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

(飲食業)

当飲食業におきましては、上記の理由により、当事業年度のレストラン部門の売上高は1,396百万円(前年同

期比17.2％減)、宴会他部門の売上高は1,299百万円(前年同期比0.5％増)、飲食業全体の売上高は2,695百万円

(前年同期比9.5％減)、営業損失162百万円(前年同期は営業損失91百万円)となりました。

(賃貸業)

当賃貸業におきましては、安定的な賃貸収入の確保に努めております。この結果、当事業年度の売上高は46

百万円(前年同期比1.7％増)、営業利益21百万円(前年同期比4.1％増)となりました。

②次期の見通し

今後の見通しについては、東京オリンピック・パラリンピック開催に向けた首都圏経済の活性化や、上野エ

リアを芸術文化の発信基地とする上野の杜新構想のスタートなど、追い風の要素もありますが、飲食業界を取

り巻く環境は、厳しい状況が続くものと予想されます。

　当社といたしましては、今後も「中期経営計画142」に基づき、更に営業力・人材力の強化に努め、「伝統

と格式ある精養軒ブランドの再構築」、「質の高い料理とサービスの追求」、「安定した収益構造の確立」を目指

し、日々施策の実現に取り組んで参ります。

なお、長期休業中であった「東京文化会館店」は、平成26年12月より営業を再開し、「台東店」は店名を「お

はしdé精養軒」に改め、本年４月にリニューアルオープン予定です。

なお、次期（平成28年1月期）の業績は、売上高2,850百万円、営業利益０百万円、経常利益16百万円、当期

純利益673百万円を見込んでおります。
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（２）財政状態に関する分析

①資産、負債、純資産の状況

(資産)

当事業年度末における総資産は、前事業年度末と比べ35百万円減少し3,777百万円となりました。流動資産

は、29百万円増加の1,353百万円、固定資産は64百万円減少の2,423百万円となりました。

流動資産の増加の主な要因は、現金及び預金が10百万円増加したことと、売掛金が13百万円増加したことに

よるものです。

固定資産のうち有形固定資産は、前事業年度末と比べ114百万円減少し1,342百万円となりました。この減少

の主な要因は、減価償却費を102百万円計上いたしました。無形固定資産は、前事業年度末と比べ５百万円増加

し７百万円となりました。この増加の主な要因は、ソフトウェアが５百万円増加したことによるものです。

(負債)

当事業年度末における負債合計は、前事業年度末と比べ66百万円増加し、1,112百万円となりました。流動負

債は59百万円増加し339百万円、固定負債は７百万円増加し773百万円となりました。

流動負債の増加の主な要因は、未払金が37百万円増加したことと、未払消費税等が25百万円増加したことに

よるものです。

固定負債の増加の主な要因は、繰延税金負債が52百万円増加した一方で、退職給付引当金が49百万円減少し

たことによるものです。

(純資産)

当事業年度末における純資産は、前事業年度末と比べ102百万円減少し、2,665百万円となりました。この減

少の主な要因は、当期純損失の計上等で利益剰余金が193百万円減少した一方で、その他有価証券評価差額金が

91百万円増加したことによるものです。

②キャッシユ・フローの状況

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、371百万円となり前事業年度末と比べ

92百万円の減少となりました。当事業年度における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果、使用した資金は、28百万円(前年同期は48百万円の獲得)となり前事業年度と比べ75百万円

の減少となりました。この減少の主な要因は、税引前当期純損失が115百万円増加したことと、退職給付引当金

が48百万円減少したことによるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果、使用した資金は、51百万円(前年同期は60百万円の使用)となり前事業年度と比べ９百万円

の増加となりました。この増加の主な要因は、投資有価証券の償還による収入が100百万円増加した一方で、定

期預金の預入と払戻しによる78百万円の純支出によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果、使用した資金は、14百万円(前年同期は12百万円の使用)となりました。この主な要因は、

配当金の支払８百万円であります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成23年1月期 平成24年1月期 平成25年1月期 平成26年1月期 平成27年1月期

自己資本比率 69.7 73.2 73.2 72.6 70.6

時価ベースの自己資本比率 36.7 20.1 37.9 57.2 58.7

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率

― ― ― ― ―

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

― ― ― ― ―

(注)自己資本比率：自己資本/総資産

　時価ベースの自己資本比率：株式時価総額(期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式控除後））/総資産
　キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債/営業キャッシュ・フロー
　インタレスト・ガバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー/利払い
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（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要政策と位置付け、効率的な業務運営によって企業体質の

強化と内部留保の充実を図りつつ、安定配当を継続する方針であります。

上記方針に基づき、当事業年度につきましては、前事業年度同様、３円(年間配当３円)とさせていただきま

す。

なお、次期の配当につきましては、中間配当金は無配、期末配当金は未定(年間配当未定)でございます。

（４）事業等のリスク

① 法的規制等について

当社は、「食品衛生法」の規定に基づき、営業店毎に所轄の保健所より飲食店営業許可を取得しております。

当社では、衛生管理につきまして、最重要項目の一つとして取り組んでおりますが、当社における飲食によ

り、食中毒や食品衛生に関する事故等が発生した場合、当社の財政状態及び経営成績が影響を受ける可能性が

あります。

個人情報保護法の施行により、当社が管理している顧客名簿等、なお一層の情報セキュリティーの強化、及

び社員の情報管理意識の向上に努めておりますが、今後、不測の事態により万が一情報が外部に漏洩するよう

な事態となった場合には、信用の失墜による売上の減少および損害賠償による費用の発生等により、財政状態

及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

② 食材について

BSE・口蹄疫・鳥インフルエンザ等の食材に対する不安が続く中でありますが、引き続き安全と衛生面を重視

してまいります。なお、食材の不足、仕入価格の上昇等、食材市況が大幅に変動した場合、財政状態及び経営

成績に影響を及ぼす可能性があります。

③ 営業活動について

当社は、伝統の手法、味作りを基本に営業成績を上げる努力をしております。営業店毎に独自のメニュー構

成、単価設定、出店条件(家賃相場など)で展開をしておりますので、お客様のニーズの変化に対しメニュー構

成や単価設定を見直すなど実施した対応の成否や出店条件の変動によって、財政状態及び経営成績に影響を及

ぼす可能性があります。

④ 減損会計について

当社の資産の一部が減損の対象となり、財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。

決算短信 （宝印刷）  2015年03月13日 12時49分 6ページ （Tess 1.40 20131220_01）

㈱精養軒(9734)平成27年1月期決算短信〔日本基準〕(非連結)

4



２．企業集団の状況

当社は、宴会場・結婚式場・レストランを備えた上野本店を始め、都内及び近県にレストラン等の運営を主な

事業内容としており、運営は当社のみで行っております。従いまして、子会社及び関連会社は存在せず、企業集

団はありません。

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社は、明治５年創業以来、永年育んだ西洋料理を堅持しつつ、「より良き内容・より良きサービス」をモット

ーに食文化発展を追及し、食材・質の充実向上を常に心掛けております。

（２）目標とする経営指標

当社では、上野本店及び上野公園内の店舗において、天候、各文化施設でのイベントにより業績が大きく左右

しますが、企業業績の安定した向上を目指してまいります。また、利益配分に関する基本方針に従って、効率的

な業務運営によって企業体質の強化と内部留保を図りつつ、安定配当を継続する方針であります。

（３）中長期的な会社の経営戦略

中長期的な計画といたしましては、各店舗の地域特性と多様化する顧客のニーズを的確に把握し、季節感あふ

れるメニューによりリピーター化を促進、積極的な広告宣伝、新たな施策による新規顧客獲得を推進し売上目標

の達成並びに、財務体質の強化を図ってまいります。「中期経営計画142」の主旨は、「伝統と格式ある精養軒ブラ

ンドの再構築」、「質の高い料理とサービスの追求」、「安定した収益構造の確立」を目指し、積極的な営業活動、

的確かつ大胆なスクラップアンドビルド、人材育成の強化などを推進し、平成27年度以降の黒字定着、長期的な

業績の安定を目指して参ります。

（４）会社の対処すべき課題

食材の仕入方針は、BSE問題や鳥インフルエンザの発生など食肉に対する不安の中、今後も、引き続き安全と衛

生面を重視してまいります。

当社全体においては、中期経営計画142に沿って、積極的な営業活動、お客様との信頼関係強化、効率的かつ円

滑な組織運営により、安定した業績基盤を着実に構築してまいります。

（５）その他、会社の経営上重要な事項

該当事項はありません。
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４．財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成26年１月31日)

当事業年度
(平成27年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,153,445 1,163,348

売掛金 98,368 111,575

たな卸資産 37,925 42,234

前払費用 35,998 37,100

その他 216 224

貸倒引当金 △1,100 △1,100

流動資産合計 1,324,852 1,353,380

固定資産

有形固定資産

建物 2,402,994 2,325,082

減価償却累計額 △1,634,213 △1,676,203

建物（純額） 768,781 648,879

構築物 68,473 68,818

減価償却累計額 △57,520 △59,200

構築物（純額） 10,953 9,618

機械及び装置 180,309 185,473

減価償却累計額 △174,087 △175,365

機械及び装置（純額） 6,222 10,108

車両運搬具 1,661 1,661

減価償却累計額 △1,644 △1,661

車両運搬具（純額） 17 0

工具、器具及び備品 446,944 431,629

減価償却累計額 △394,001 △377,332

工具、器具及び備品（純額） 52,943 54,297

土地 603,191 603,189

リース資産 21,864 25,770

減価償却累計額 △7,334 △9,641

リース資産（純額） 14,530 16,129

有形固定資産合計 1,456,637 1,342,220

無形固定資産

借地権 1,512 1,512

電話加入権 511 511

ソフトウエア 101 5,413

無形固定資産合計 2,124 7,436

投資その他の資産

投資有価証券 952,825 997,332

出資金 11,000 11,000

差入保証金 64,763 65,395

投資その他の資産合計 1,028,587 1,073,726

固定資産合計 2,487,348 2,423,382

資産合計 3,812,201 3,776,762
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(単位：千円)

前事業年度
(平成26年１月31日)

当事業年度
(平成27年１月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 53,915 54,457

未払金 87,877 124,383

リース債務 4,373 6,432

未払費用 60,383 52,476

未払法人税等 4,018 1,638

未払消費税等 16,412 41,804

預り金 20,640 23,390

賞与引当金 32,000 31,000

資産除去債務 - 3,081

流動負債合計 279,617 338,662

固定負債

リース債務 10,157 10,975

退職給付引当金 545,574 496,305

役員退職慰労引当金 103,605 106,924

繰延税金負債 99,544 151,965

その他 7,213 7,198

固定負債合計 766,093 773,366

負債合計 1,045,710 1,112,028

純資産の部

株主資本

資本金 131,400 131,400

資本剰余金

資本準備金 4,330 4,330

資本剰余金合計 4,330 4,330

利益剰余金

利益準備金 32,850 32,850

その他利益剰余金

別途積立金 2,480,000 2,180,000

繰越利益剰余金 △66,567 40,864

利益剰余金合計 2,446,283 2,253,714

自己株式 △20,496 △20,508

株主資本合計 2,561,517 2,368,936

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 204,973 295,798

評価・換算差額等合計 204,973 295,798

純資産合計 2,766,491 2,664,735

負債純資産合計 3,812,201 3,776,762
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成25年２月１日
　至 平成26年１月31日)

当事業年度
(自 平成26年２月１日
　至 平成27年１月31日)

売上高 3,023,315 2,740,819

売上原価

当期製品製造原価 1,299,968 1,181,812

売上原価合計 1,299,968 1,181,812

売上総利益 1,723,347 1,559,008

販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費合計 1,794,459 1,699,485

営業損失（△） △71,111 △140,477

営業外収益

受取利息 1,349 3,453

受取配当金 8,453 9,173

受取保険金 3,681 -

雑収入 6,569 6,030

営業外収益合計 20,051 18,655

営業外費用

減価償却費 - 1,128

営業外費用合計 - 1,128

経常損失（△） △51,060 △122,949

特別利益

固定資産売却益 23 2,513

特別利益合計 23 2,513

特別損失

固定資産除却損 1,821 4,458

減損損失 14,820 58,073

特別損失合計 16,641 62,531

税引前当期純損失（△） △67,678 △182,967

法人税、住民税及び事業税 1,800 1,800

法人税等合計 1,800 1,800

当期純損失（△） △69,478 △184,767
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製造原価明細書

前事業年度
(自 平成25年２月１日
至 平成26年１月31日)

当事業年度
(自 平成26年２月１日
至 平成27年１月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ 材料費

　１ 期首原材料棚卸高 25,806 27,241

　２ 当期原材料仕入高 645,430 579,944

合計 671,236 607,185

　３ 期末原材料棚卸高 27,241 643,995 49.54 26,149 581,036 49.16

Ⅱ 労務費 450,931 34.69 421,056 35.63

Ⅲ 経費 ※１ 205,042 15.77 179,720 15.21

当期製品製造原価 1,299,968 100.0 1,181,812 100.0

(注)※１ 主な内訳は、次のとおりであります。

項目

前事業年度
(自 平成25年２月１日
至 平成26年１月31日)

当事業年度
(自 平成26年２月１日
至 平成27年１月31日)

金額(千円) 金額(千円)

水道光熱費 96,724 89,944

減価償却費 15,648 13,365

賃借料 49,375 37,855

(原価計算の方法)

当社の原価計算は、総合原価計算による実際原価計算であります。
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成25年２月１日 至 平成26年１月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 131,400 4,330 4,330 32,850 2,490,000 714 2,523,564

当期変動額

別途積立金の取崩 △10,000 10,000 ―

剰余金の配当 △7,802 △7,802

当期純損失（△） △69,478 △69,478

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― ― ― △10,000 △67,281 △77,281

当期末残高 131,400 4,330 4,330 32,850 2,480,000 △66,567 2,446,283

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △20,496 2,638,798 178,962 178,962 2,817,760

当期変動額

別途積立金の取崩 ― ―

剰余金の配当 △7,802 △7,802

当期純損失（△） △69,478 △69,478

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
26,011 26,011 26,011

当期変動額合計 ― △77,281 26,011 26,011 △51,269

当期末残高 △20,496 2,561,517 204,973 204,973 2,766,491
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当事業年度(自 平成26年２月１日 至 平成27年１月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 131,400 4,330 4,330 32,850 2,480,000 △66,567 2,446,283

当期変動額

別途積立金の取崩 △300,000 300,000 ―

剰余金の配当 △7,802 △7,802

当期純損失（△） △184,767 △184,767

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― ― ― ― △300,000 107,431 △192,569

当期末残高 131,400 4,330 4,330 32,850 2,180,000 40,864 2,253,714

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △20,496 2,561,517 204,973 204,973 2,766,491

当期変動額

別途積立金の取崩 ― ―

剰余金の配当 △7,802 △7,802

当期純損失（△） △184,767 △184,767

自己株式の取得 △12 △12 △12

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
90,825 90,825 90,825

当期変動額合計 △12 △192,581 90,825 90,825 △101,756

当期末残高 △20,508 2,368,936 295,798 295,798 2,664,735
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成25年２月１日
　至 平成26年１月31日)

当事業年度
(自 平成26年２月１日
　至 平成27年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益又は税引前当期純損失
（△）

△67,678 △182,967

減価償却費 122,570 103,781

減損損失 14,820 58,073

貸倒引当金の増減額（△は減少） △900 -

賞与引当金の増減額（△は減少） - △1,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,156 △49,269

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 18,940 3,319

受取利息及び受取配当金 △9,802 △12,626

受取保険金 △3,681 -

固定資産除却損 1,821 4,458

売上債権の増減額（△は増加） △24,933 △13,206

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,813 △4,309

差入保証金の増減額（△は増加） 237 120

仕入債務の増減額（△は減少） 2,393 542

未払金の増減額（△は減少） 2,640 40,442

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,425 25,392

未払費用の増減額（△は減少） △7,290 △7,906

その他 △3,800 △2,139

小計 35,942 △37,295

利息及び配当金の受取額 9,802 12,626

保険金の受取額 3,681 -

法人税等の支払額 △1,836 △2,926

営業活動によるキャッシュ・フロー 47,589 △27,596

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △665,000 △680,000

定期預金の払戻による収入 641,000 578,000

有形固定資産の取得による支出 △32,686 △41,660

有形固定資産の売却による収入 - 2,513

無形固定資産の取得による支出 - △6,610

有価証券の売却による収入 23 -

有形固定資産の除却による支出 △1,696 △1,794

投資有価証券の取得による支出 △1,199 △1,411

投資有価証券の売却による収入 - 150

投資有価証券の償還による収入 - 100,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △59,557 △50,812

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △7,829 △7,854

その他 △4,373 △5,835

財務活動によるキャッシュ・フロー △12,202 △13,689

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △24,170 △92,097

現金及び現金同等物の期首残高 487,615 463,445

現金及び現金同等物の期末残高 463,445 371,348
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

（1）報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価する為に、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、事業別のセグメントから構成されており、「飲食業」、「賃貸業」の２つを報告セグメントとしてお

ります。

（2）各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

　 ①飲食業・・・・・・レストラン・宴会他

　 ②賃貸業・・・・・・駐車場等の賃貸・管理

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「重要な会計方針」における記載と同一であります。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前事業年度(自 平成25年２月１日 至 平成26年１月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)２

合計

飲食業 賃貸業 計

売上高

外部顧客への売上高 2,978,320 44,995 3,023,315 ― 3,023,315

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,978,320 44,995 3,023,315 ― 3,023,315

セグメント利益又は損失(△) △91,315 20,204 △71,111 ― △71,111

セグメント資産 1,088,267 606,664 1,694,931 2,117,270 3,812,201

セグメント負債 1,024,192 1,088 1,025,280 20,430 1,045,710

その他の項目

減価償却費 121,711 859 122,570 ― 122,570

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

35,703 ― 35,703 ― 35,703

(注)１セグメント利益又は損失の合計額は、損益計算書の営業損失と一致しております。

２(1)「調整額」のセグメント資産2,117,270千円は主に各報告セグメントに配分していない全社資産(現金及び

預金、投資有価証券)が含まれています。

(2)「調整額」のセグメント負債20,430千円は主に各報告セグメントに配分していない全社負債(未払消費税

等)が含まれています。
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当事業年度(自 平成26年２月１日 至 平成27年１月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)２

合計

飲食業 賃貸業 計

売上高

外部顧客への売上高 2,695,046 45,773 2,740,819 ― 2,740,819

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,695,046 45,773 2,740,819 ― 2,740,819

セグメント利益又は損失(△) △161,517 21,040 △140,477 ― △140,477

セグメント資産 999,151 605,931 1,605,082 2,171,680 3,776,762

セグメント負債 1,067,513 1,073 1,068,586 43,442 1,112,028

その他の項目

減価償却費 103,050 731 103,781 ― 103,781

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

55,414 ― 55,414 ― 55,414

(注)１セグメント利益又は損失の合計額は、損益計算書の営業損失と一致しております。

２(1)「調整額」のセグメント資産2,171,680千円は主に各報告セグメントに配分していない全社資産(現金及び

預金、投資有価証券)が含まれています。

(2)「調整額」のセグメント負債43,442千円は主に各報告セグメントに配分していない全社負債(未払消費税

等)が含まれています。
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【関連情報】

前事業年度(自 平成25年２月１日 至 平成26年１月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありません。

当事業年度(自 平成26年２月１日 至 平成27年１月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありません。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度(自 平成25年２月１日 至 平成26年１月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

その他 全社・消去 合計

飲食業 賃貸業 計

減損損失 14,820 ― 14,820 ― ― 14,820

当事業年度(自 平成26年２月１日 至 平成27年１月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

その他 全社・消去 合計

飲食業 賃貸業 計

減損損失 58,073 ― 58,073 ― ― 58,073

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前事業年度
(自 平成25年２月１日
至 平成26年１月31日)

当事業年度
(自 平成26年２月１日
至 平成27年１月31日)

１株当たり純資産額 1,063円70銭 1,024円59銭

１株当たり当期純損失金額
(△)

△26円71銭 △71円04銭

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため、かつ当期純損失が計上されて
いるため記載しておりません。

２ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前事業年度

(平成26年１月31日)
当事業年度

(平成27年１月31日)

純資産の部の合計額(千円) 2,766,491 2,664,735

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 2,766,491 2,664,735

期末の普通株式の数(株) 2,600,809 2,600,794

３ １株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前事業年度

(自 平成25年２月１日
至 平成26年１月31日)

当事業年度
(自 平成26年２月１日
至 平成27年１月31日)

当期純損失(△)(千円) △69,478 △184,767

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純損失(△)(千円) △69,478 △184,767

普通株式の期中平均株式数(株) 2,600,809 2,600,807

　
(重要な後発事象)

平成27年３月13日開催の取締役会において、当社が保有する投資有価証券(非上場株式)の一部売却を決議し、同日
株式譲渡契約を締結いたしました。
本件売却に伴い、平成28年１月期第１四半期決算において、投資有価証券売却益659百万円を特別利益に計上する予

定であります。

５．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

該当事項はありません。

（２）役員の異動

該当事項はありません。
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